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揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式
が
、
３
月

29
日（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
消
防
団
員
74
人
が
新
し
く
入
団

さ
れ
、新
入
団
員
の
代
表
が
辞
令
を
受
け
、

厳
粛
な
中
で
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
、
85
人
が
退
団
さ
れ
、
81
人

が
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
長
年
消
防
団
の
要
職
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
今
回
勇
退
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
町
長
特
別
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

退
職
団
員
に
対
す
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〜
新
た
な
決
意
で
地
域
の
守
り
〜

▲新入団員代表による宣誓の様子 ▲町長特別感謝状を受けられた皆さん
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永
年
に
わ
た
り
、
揖
斐
川
図
書
館
に
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、

生
涯
学
習
の
振
興
と
青
少
年
の
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
協
会
の
役
員
と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
東
横
山
用
水
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
下
ヶ
流
地
区
に
伝
わ
る
雅
楽
の
伝
承
に
努
め

ら
れ
、
地
域
の
文
化
振
興
に
尽
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さ
れ
ま
し
た
。
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永
年
に
わ
た
り
、
桂
古
代
太
鼓
踊
の
伝
承
に
努
め
ら
れ
、
地
域

の
文
化
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
区
長
、
行
政
推
進
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
火
災
予
防
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

功
　
績
　
内
　
容

そ
の
他
功
労

公
共
団
体
功
労

農
業
功
労

学
芸
功
労

学
芸
功
労

学
芸
功
労

地
方
自
治
功
労

区
　
　
分

▲表彰を受けられた皆さん（写真上）

t講演の様子（中央公民館大ホールで）
（写真左）

４
月
５
日（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
、
行
政
推
進
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
町
政
功
労
者
と
し
て
６

人
・
１
家
族
・
１
法
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
岐
阜
県
か
ら
講
師
を
お
迎
え

し
、
市
町
村
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。 行

政
推
進
員
研
修
会
で

町
政
功
労
者
を
表
彰
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伊
吹
百
草
を
ブ
ラ
ン
ド
化
！

〜
よ
も
ぎ
の
商
品
発
表
！
〜

▲熱心に試食する参加者の皆さん

３
月
18
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
設
立
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作

物
の
被
害
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
も
の

で
、県
の
関
係
機
関
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
、

Ｊ
Ａ
い
び
川
、
森
林
組
合
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
設
立
総
会
は
、
協
議
会
の
趣
旨

や
役
員
の
選
任
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
具
体

的
な
対
策
を
検
討
し
農
林
作
物
の
被
害
軽

減
を
目
指
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
を
設
立
！

▲会長に選任されあいさつする宗宮町長

谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
は
、
観

光
客
を
増
加
さ
せ
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
観
光
客

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
、
手
作

り
の
行
燈
や
竹
灯
籠
約
750
基
を
参
道
沿
い

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
27
日（
金
）に
は
、
竹
灯
籠
点
灯
式

が
行
わ
れ
、
こ
の
日
か
ら
谷
汲
山
参
道
の

桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
、
ほ
の
か
な
灯
り
で
演

出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
に

門
前
参
道
竹
灯
籠
点
灯
式
！

▲点灯式の様子（谷汲山門前参道にて）

揖
斐
川
町
地
域
福
祉

計
画
案
を
提
言
！

▲委員長の鈴木誠さんから計画案が手渡されました。

３
月
23
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
伊

吹
百
草
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
講
演
会
と
「
よ
も
ぎ
」
を
使
っ
た

商
品
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
吹
百
草
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会

は
、
昨
年
８
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
中
山
間

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
新
し
い
特
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、「
健
康
食
材
に
つ
い
て
」
の
講

演
を
行
っ
た
の
は
岐
阜
薬
科
大
学
教
授
で

薬
学
博
士
の
飯い

い

沼ぬ
ま

宗む
ね

和か
ず

先
生
で
、
生
活
習

慣
病
の
解
説
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
内
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

よ
も
ぎ
を
使
っ
た
商
品
が
並
べ
ら
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
試
食
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日（
木
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
揖

斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

揖
斐
川
町
地
域
福
祉
計
画
案
を
揖
斐
川
町

長
に
、
揖
斐
川
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
案

を
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
へ
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代
表
者
な
ど
計
20
人
で

構
成
さ
れ
町
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
や
実

現
に
向
け
た
具
体
策
を
、
平
成
19
年
７
月

か
ら
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
計
画
を
実
行
し
て
い
く
こ

と
で
、
町
の
福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。


